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不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
参
照
条
文

○

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）

（
抄
）

（
ア
ク
セ
ス
管
理
者
に
よ
る
防
御
措
置
）

第
五
条

ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
を
特
定
電
子
計
算
機
に
付
加
し
た
ア
ク
セ
ス
管
理
者
は
、
当
該
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
係
る
識
別
符
号
又
は

こ
れ
を
当
該
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
よ
り
確
認
す
る
た
め
に
用
い
る
符
号
の
適
正
な
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
常
に
当
該
ア
ク
セ
ス
制

御
機
能
の
有
効
性
を
検
証
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
速
や
か
に
そ
の
機
能
の
高
度
化
そ
の
他
当
該
特
定
電
子
計
算
機
を
不
正
ア

ク
セ
ス
行
為
か
ら
防
御
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
よ
る
援
助
等
）

第
六
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
道
警
察
本
部
の
所
在
地
を
包
括
す
る
方
面
（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十

一
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
方
面
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
方
面
に
あ
っ
て
は
、
方
面
公
安
委
員
会
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
が
行
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
に
係
る

特
定
電
子
計
算
機
に
係
る
ア
ク
セ
ス
管
理
者
か
ら
、
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
が
行
わ
れ
た
際
の
当
該
特

定
電
子
計
算
機
の
作
動
状
況
及
び
管
理
状
況
そ
の
他
の
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
添
え
て
、
援
助
を
受
け

た
い
旨
の
申
出
が
あ
り
、
そ
の
申
出
を
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
ア
ク
セ
ス
管
理
者
に
対
し
、
当
該
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
手
口
又

は
こ
れ
が
行
わ
れ
た
原
因
に
応
じ
当
該
特
定
電
子
計
算
機
を
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
か
ら
防
御
す
る
た
め
必
要
な
応
急
の
措
置
が
的
確
に
講

じ
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
資
料
の
提
供
、
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
援
助
を
行
う
た
め
必
要
な
事
例
分
析
（
当
該
援
助
に
係
る
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
手

口
、
そ
れ
が
行
わ
れ
た
原
因
等
に
関
す
る
技
術
的
な
調
査
及
び
分
析
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
実
施
の
事
務
の

全
部
又
は
一
部
を
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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３

前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
委
託
し
た
事
例
分
析
の
実
施
の
事
務
に
従
事
し
た
者
は
、
そ
の
実
施
に
関
し
て
知
り
得

た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
援
助
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

第
七
条

国
家
公
安
委
員
会
、
総
務
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
は
、
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
を
有
す
る
特
定
電
子
計
算
機
の
不
正
ア
ク
セ
ス
行

為
か
ら
の
防
御
に
資
す
る
た
め
、
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
発
生
状
況
及
び
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
関
す
る
技
術

の
研
究
開
発
の
状
況
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
は
、
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
を
有
す
る
特
定
電
子
計
算
機
の
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
か
ら
の
防
御
に
関
す

る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則
）

第
八
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
九
条

第
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

○

特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
六
号
）

（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

電
子
メ
ー
ル

特
定
の
者
に
対
し
通
信
文
そ
の
他
の
情
報
を
そ
の
使
用
す
る
通
信
端
末
機
器
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

の
映
像
面
に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
伝
達
す
る
た
め
の
電
気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
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六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
総
務
省
令
で
定
め
る
通
信
方
式
を
用
い
る
も
の
を
い
う
。

二
〜
五

（
略
）

○

割
賦
販
売
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
九
号
）

（
抄
）

第
四
十
九
条
の
二

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
購
入
あ
つ
せ
ん
業
者
、
立
替
払
取
次
業
者
若
し
く
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等
保
有
業
者
又

は
こ
れ
ら
の
役
員
若
し
く
は
職
員
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
つ
た
者
が
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等

を
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図
る
目
的
で
、
提
供
し
、
又
は
盗
用
し
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
す
る
。

２

人
を
欺
い
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等
を
提
供
さ
せ
た
者
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等
を
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
方
法
で
取
得
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

一

（
略
）

二

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
。

３
・
４

（
略
）

○

不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
五
年
法
律
第
四
十
七
号
）

（
抄
）

（
罰
則
）

第
二
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
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す
る
。

一

不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
詐
欺
等
行
為
（
人
を
欺
き
、
人
に
暴
行
を
加
え
、
又

は
人
を
脅
迫
す
る
行
為
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
管
理
侵
害
行
為
（
財
物
の
窃
取
、
施
設
へ
の
侵
入
、
不
正
ア

ク
セ
ス
行
為
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
不
正
ア
ク

セ
ス
行
為
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
保
有
者
の
管
理
を
害
す
る
行
為
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
、
営
業
秘
密
を

取
得
し
た
者

二
〜
七

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

○

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

号
）

（
抄
）

第
六
十
五
条

人
を
欺
き
、
人
に
暴
行
を
加
え
、
若
し
く
は
人
を
脅
迫
す
る
行
為
に
よ
り
、
又
は
財
物
の
窃
取
、
施
設
へ
の
侵
入
、
不
正
ア

ク
セ
ス
行
為
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
不
正
ア
ク
セ

ス
行
為
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
個
人
番
号
を
保
有
す
る
者
の
管
理
を
害
す
る
行
為
に
よ
り
、
個
人
番
号
を
取
得
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の

懲
役
又
は
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

（
略
）

○

情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）

（
抄
）

（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
六
条

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
第
一
号
の
罪
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
四
条
の
二
の
例
に
従
う
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

（
略
）

二

第
六
条
の
規
定

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日

三
〜
五

（
略
）

第
七
条

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
二

号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
条
約
に
よ
り
日
本
国
外
に
お
い
て
犯
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
罰

す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
罪
に
限
り
、
適
用
す
る
。

○

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）

（
抄
）

（
条
約
に
よ
る
国
外
犯
）

第
四
条
の
二

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
は
、
日
本
国
外
に
お
い
て
、
第
二
編
の
罪
で
あ
っ
て
条
約
に

よ
り
日
本
国
外
に
お
い
て
犯
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
罰
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
犯
し
た
す
べ
て
の
者
に
適
用
す
る
。
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○

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
条
約

（
抄
）

第
六
条

装
置
の
濫
用

１

締
約
国
は
、
権
限
な
し
に
故
意
に
行
わ
れ
る
次
の
行
為
を
自
国
の
国
内
法
上
の
犯
罪
と
す
る
た
め
、
必
要
な
立
法
そ
の
他
の
措
置
を
と

る
。

ａ

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
犯
罪
を
行
う
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
次
の
も
の
を
製
造
し
、

販
売
し
、
使
用
の
た
め
に
取
得
し
、
輸
入
し
、
頒
布
し
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
利
用
可
能
と
す
る
こ
と
。

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
犯
罪
を
主
と
し
て
行
う
た
め
に
設
計
さ
れ
又
は
改
造
さ
れ
た
装
置
（
コ
ン

i
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
。
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
全
部
又
は
一
部
に
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
る
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ア
ク
セ
ス
・

ii
コ
ー
ド
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
デ
ー
タ

ｂ

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
犯
罪
を
行
う
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
ａ

又
は

に
規
定

i

ii

す
る
も
の
を
保
有
す
る
こ
と
。
締
約
国
は
、
自
国
の
法
令
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
も
の
の
一
定
数
の
保
有
を
刑
事
上
の
責
任
を
課
す
る
た

め
の
要
件
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）


